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水路やため池の近くでは、ボール遊び

など危ない事をしないようにしましょう。

水路やため池に子どもが近づかないように

こ家庭で話をしてください。水路やため池の

近くでは子どもから目を離さないでください。

■

皆さんの見守り活動が子どもたちを危険から

守ります。家庭や地域全体で、子どもたちを

事故から守りましょう。



剋饒隋蒻鰈蝙蛯輻馘躾晰

耀鱗酷舞刷譲謄
の男の子と

菫櫻饂瘍憮隕 機

ため池で、「人が落ちている」と近隣住民から110番があつた。駆けつけた

救急隊員が、水中に沈んでいる男性(33)と、水面に浮かんでいる小学1年

の息子 (6)を発見。男性は現場で、息子は搬送先の病院でいずれも死亡が

確認された。

ため池の水深は約6メートル。周囲に柵はなかつた。父子で釣りに来ていた

が、帰宅が遅いため、妻が現場に行き息子を見つけ、近くの住民が通報し

たという。誤つて転落した可能性がある。ため池における典型的な後追い

沈水とみることができます。

嚇饉藤鋏冬褻 通

1人目が深みにはまり、とつさに2人目が近づきやはり深みへ。そして3人

目も同じ行動を起こします。4人目以降は通報に走るため、大抵は3人が犠

牲になります。

木 再

鸞鸞饉鸞鸞籟飩飩飩飩鸞鼈>通饉声檀籠雇纏昇霧島藝雷西Fの
意外な原甲

[診饂瘍麒鯰 曇
5歳くらいの男の子が自転車で、その後ろをお母さんが追いかけるように信濃川堤防通路を歩いています。自転車の男の子が

ゆつくりと人に向かつて進んでいます。お母さんの「危ないよ」の声がし、「ブレーキをかけて止まるかな?」 と思つたが、人の前

を斜めに横切り、草の斜面に入つて堤防を転落してしまいました。

普通だつたら目の前の人を避けるため、ブレーキをかけて止まるはずなのに、どうしてブレーキをかけ忘れるほどのバニックに

陥つたのか。その原因を探るために現場の堤防通路の検証を行いました。

■堤防通路の様子

堤防通路面は、雨が降つたときに雨水を逃したりするために幅方向を斜め

にしています。写真でも何となく舗装面が右から左端に向かつて傾いてい

る様子がわかります。またこの通路は、前に進むにつれて下り坂になつてお

り、さらに左側に傾斜しています。この傾斜は、子どもの自転車を自然に堤

防斜面の方向に進めてしまうくらいの斜度に見えました。

■道路脇の水路でも同じ危険がある

水路が脇にある道路にしても、水勾配や下り坂はあります。よほどのことが

ない限りはこのような傾斜に自転車の進行方向が影響することはないで

しようが、小さなお子さんや高齢者が何かをきっかけにして、この傾斜に

従つて進んでしまう原因になつてしまいます。そして、その先には水が

あり、場合によつては溺れてしまいます。

出典 :水難総合研究所 https:〃adril cojp/acJvtty/publicalon― arJcle/

福山市役所土木管理課召鷲昇LS:EWぞ
明

水路等転落事故防止対策の詳細はこちら>


